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農業をやりながら青年会で活躍大津 哲子さ ん ( 21 歳 )

:{森山字沖52 ,興隆さんの2女}

大津さ:んめお咾ば･、田畑1.5 ヘクタール 、ミ

米作と 養豚 、養蚕を営む専業農家で｡ 哲子さ ・
んは３人姉妹のまん中｡'両親とともに農業に

従事する かたわら、地元の青年会などでも活

躍し 。穹の将来を扣う･1 人である。農集につ

い ては｢ 苟に好きではIない が、自命の手擒けｰ

た作勧の生育する姿には興味を持ち'ますｊ　て

余暇には編物やレコ４'ド爲賞を楽し み､"剱｡ｲ
きな男性はr 健康で明るく さっぱりし だ人。

しいて君えぱ、三浦友和さんのような人Ｊ と
は にかむ 、やさしいお嬢さんである。
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8年
ふ り 返 っ て

午
（

う
ま
）
年
に
期
待
を
か
け
て
明
け

た
一

九
七
八
年

も
、
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ

ず
か
と
な
り

ま
し

た
。

今
年
も
暗

い
ニ
ュ

ー
ス
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

円

高
不
況

、
そ
し
て
地
震

国
見
町

も
い
ろ
い
ろ
な
問
閣
を
抱
え
た

一

九
七
八

年
で
し
た
。
明
る
い
話
題
を
Ｉ

と
探
し

ま
し
た
が
、
結
Ｍ

は
地
震
で
代
表

さ
れ
る
一
年
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
年
の
暮
れ
に
あ
た
っ
て

、
鬨
単
に

今
年
の
こ
と
を

ふ
り
返
っ
て
み
ま
し

た
。

宮
城
県
沖
地
震

六
月
十
二
日
午
後
五

時
十
四
分
、
宮

城
県
沖
を
震
源
地
と
し
て
東
北
一
帯
を

鉢

つ
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
五
の
大

地
震
は
、
わ
が
町
に
も
大

き
な
被
害
と

衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。
死
者
一
名
、
重

軽
傷
二
十
二
名
、
り
災
睫
帯
七
百
六
十
、

被
杏
総
額
三
池
六
千
七
百
四

十
万
円

と

い
う
そ
れ
は
。
か
つ
て
な

い
災
書
で
し

た
。
突
然
の
。
し
か
も
一
瞬
の
で

き
ご

と
に
、
地
震
の
恐
し

さ
を
肌
で

感
じ
ま

し
た
。
あ
れ
か
ら
早
く
も
半
年
－

。

壊
れ
た
建
物
も
番
々
と
復
郷
し

。
地
震

の
キ
ズ
跡
は
も
う
ど
こ

に
も
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

だ
が
、
こ
の
体
験
は
決

し
て
忘
れ
る
こ
と
は
で

き
な
い
で
し
ょ
う
。

東
北
本
線
と
新
県
道
が

立

体

交

差

付
替
県
道
小
坂
藤
田

線
改
良

工

事
の
う
ち
の
最
大
の
難
工

事

で
あ

る
東
北
本
線
と
の
立
体
化

が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
県
道
は
、
国

道
四
号
線

か
ら
公
立
藤
田

病
院
前
を
通
り
、

国
兇
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
に
直

桔
。
さ
ら
に
東
北
自
助
車
道

と

交
差
し
て
鳥
取
の
深
山
神
社
前

で
現
在
の
県
道
と
つ
な

が
り
ま

す
。立

体
化
の
完
成
に
よ
り
、
国

道
か
ら
国
見

イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
へ
の
出
入
り

が
ず
っ
と
短
縮

さ
れ
。
利
用
度
も
ま
す
ま
す
多

く
な
る
こ
と
で
し

ょ
う
。

第２次減反始まる

農
業
は
こ
と
し
も
厳
し
い
局
面
に
立

た
さ
れ
ま
し
た
。
米
が
あ
り
命
る
と
い

う
こ
と
で
、
水
田
利
用
再
編
対
策
・
第

二
次
減
反
が
施
行
さ
れ
、
わ
が
町
に
は

六
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
転
作
目
標
が
割

り
当
て
ら
れ
ま
し
た
。
こ
と
し
は
、
ほ

鳩
整
備
夏
期
施
行
分
が
あ
っ
て
目
標
は

速
成
し
た
も
の
の
、
今
後
の
大
き
な
課

題
と
し
て
残
さ
れ
ま
し
た
。



さようなら

こ の一 年 を

大
木
戸
小
を
改
築

大
木
戸
小
学
校
が
、
国
見
町
で
初
め

て
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
の
白

亜
の
校
舎
に
生
ま
れ
か
わ
り
ま
し
た
。

大
木
戸
小
は
児
童
数
百
二
十
三
、
百

年
余
り
の
伝
統
を
待
つ
歴
史
の
あ
る
小

学
校
で
す
が
、
老
朽
化
が
ひ
ど
く
、
早

期
改
築
が
叫
ば
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

延
面
積
千
七
百
二
十
平
方
犹
五
二
〇

坪
）
。
総
工
費
一
億
八
千
万
円
を
か
け

て
建
て
ら
れ
た
析
校
舎
は
。
設
傭
も
充

実
し
、
ま
わ
り
の
す
ば
ら
し
い
自
然
環

境
と
あ
い
ま
つ
て
教
宵
の
光
実
に
貢
献

す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ほ
場
整
備
も
終
盤
へ

農
業
の
振
興
と
農
家
の
経
営
安
定
を

目
的
と
し
た
県
営
ほ
場
整
備
事
裏
も
四

年
目
と
な
り
。
順
調
に
進
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
す
で
に
。
徳
江
、
壕
野
目
、

石
毋
田
な
ど
国
見
町
と
し
て
は
六
三
％

の

］
七
四
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
完
了
し

ま
し
た
。
残
る
大
木
戸
、
高
城
。
大
技

森
山
の
一
一
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
、
来
年

度
に
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ほ
場
整
備
で
機
械
化
が
一
層
容
易
に

な
り
、
今
後
は
余
っ
た
労
力
の
有
効
な

生
か
し
方
が
大
切
と
な
っ
て
き
ま
す
。

都市計画の線引きが変更

今
年
は
都
市
計
画
の
線
引
き
が
変
更
さ
れ
、

新
た
に
板
橋
地
区

な
ど
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
市

衡
化
区
城
に
編
入

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
四
十
五
年

、
郁
市
の
秩
序
あ

る
鏡
備
の
た

め
市
街
化
区
域
と
市
衝
化
調
整
区
域
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
東
北
自
動
車
道
の
聞
通
や
、

東
北
新
幹
線
の
着
工

な
ど
で
各
地
区
に
大
き
な

変
化
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
県
全
体
の
見

直
し
が
検
討
さ
れ
て
き
た
も
の
で
す
。
今
後
は

こ
れ
に
基
づ
き
、
躙
和
の

と
れ
た
町
づ
く
り

が

進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

宅
地
を
分
譲

町
と
福
島
地
方
土
地
開
発
公
社
で
は
、

昨
年
の
耕
谷
団
地
に
続
い
て
住
宅
地
を

造
成
、
今
年
度
三
十
五
戸
の
宅
地
を
分

譲
し
ま
し
た
。
場
所
は
役
場
東
側
の
国

遭
四
号
線
浴
い
の
通
祢
日
向
地
区
、
交

通
の
便
の
よ
い
と
こ
ろ
で
す
。
昨
年
は

九
十
七
戸
の
分

譲
を
行
い
ま
し
た
が
、

中
込
者
が
殺
到
し
て
町
内
在
住
者
が
優

先
に
な
っ
た
た
め
今
回
は
広
く
町
外
に

も
募
集
し
ま
し
た
。

一
方
、
役
場
北
側
に
あ
る
水
田
三
八

ヘ
ク
タ
ー
ル
も
、
土
地
所
有
者
が
組
合

を
設
立
し
て
土
地
区
画
整
理
事
業
を
施

行
、
宅
地
造
成
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
都
市
計
画
法
に
基
づ

く
市
街
化
区
城
の
積
極
的
な
整
備
を
図

っ
て

い
ま
す
。



在
宅
の
ま
ま
一
票
を

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度

来
年
は
統
一
地
方
選
挙
の
年
で
あ
り
、

四
月

に
は
私
た
ち
の
身
近
な
町

儀
会
議

員
選
挙
、
県
議
会
議
員
の
選
挙
が
予
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
投
票
は
選
挙
人
が

投
票
所
に
お
い
て
投
票
す
る
の
が
原
則

で
す
が
、
そ
の
例
外
の
一
つ
と
し
て
郵

便
に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度
が
あ
り
ま

す
。

こ
の
制
度
は
、
身
体
に
皿
度
の
陣
書

が
あ
る
選
峯
人
が
在
宅
の
ま
ま
郵
便
に

よ
っ
て
投
單
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度

で
、
次
に
該
当
す
る
方
々
が
対
象
に
な

り
ま
す
。

の
身
体
障
害
者
福
祉
法
第
四
条
に
規
定

す
る
身
体
陣
書
者
で

・
両
下
肢
ま
た
は
体
幹
の
陣
害
に
あ

っ
て
は
一
級
ま
た
は
二
級
。

・
心
臓
、
腎
限
、
呼
吸
器
の
障
害
に

あ
っ
て
は
一
級
ま
た
は
二
級

②
戦
傷
病
令
特
例
援
謾
法
第
二
条
第
一

項
に
規
定
す
る
戦
偽
病
者
で

・
両
下
肢
。
ま
た
は
体
幹
の
障
書
に

あ
っ
て
は
、
特
別
項
症
か
ｉ
第
二

項
症
ま
で
。

・
心
臓
、
腎
臓
。
呼
吸
器
の
障
害
に

あ
っ
て
は
特
別
項
症
か
ら
第
三
項

症
ま
で
。

こ
れ
ら
の
、
②
の
う
ら
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方
は
、
町
遡
挙
管
理
委
員
会

か
ら
「
郵
便
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を

受
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
定
め
ら
れ
た
手

続
き
に
よ
り
在
宅
し
て
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
は
、
直
接

投
票
所
で
の
投
票
と
異
な
り
、
若
干
の

手
数
を
要
し
ま
す
が
、
そ
う
難
し
い
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
く
わ
し
く

は
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
ご
相
談
下
さ

い
。な

お
「
郵
便
投
票
証
明
書
」
の
有
効

期
間
は
、
交
付
の
日
か
ら
四
ヵ
月
間
で

す
。
期
聞
満
了
の
鳩
合
は
、
新
規
の
証

明
書
の
交
付
の
申
碕
が
必
要
と
な
り
ま

す
。工

業
統
計
調
査
に

ご
協
力
を

通
府
産
葉
雀
で
は
、
今
年
も
十
二
月

三
十
一
日
現
在
で
「
昭
和
五
十
三
年
工

業
統
計
調
査
」
を
行
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
す
べ

て
の
事
業
所
と
、
そ
の
本
店
、
支
店
を

対
象
に
実
施
さ
れ
る
も
の
で
、
わ
が
国

の
統
計
調
査
の
中
で
は
、
国
勢
糾
査
と

並
ぶ
最
も
重
要
な
調
査
の
一
つ
で
す
。

年
末
年
始
の
お
忙
し
い
中
を
調
査
員

が
伺

い
ま
す
が
、
ご
協
力
下

さ
る
よ
う

お
願

い
い
た
し
ま
す
。

こ
の
調
査
に
よ
っ
て
、
わ
が
岡

製
造

業

の
実
態
や
、
製

造
活
動
の
状
況
が
明

ら
か
に
さ
れ
る
ほ
か
、
調
査
の
資
科
は

国
民

生
活
の
中
で
も
広
い
分
野
で
活
用

さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
都
市
開
発
、
下

水
道
整
俶
計
画
な
ど
の
資
料
に
な
り
。

ま
た
、
各
種
製
品
の
生

産
、
販
売
計
画

を
み
な
さ
ん
が
立
て
る
場
合

に
も
参
考

に
な
り
ま
す
。

提
出
さ
れ
た
調
査
票
は
、
統
計
以
外

の
目
的
に
使
用
す

る
こ
と
は
絶
対
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
飼
査
累
に
は
あ
り
の
ま

ま
を
ご
紀
入
下

さ
い
。

〔
調
支
の
種

類
〕

甲
調
査
」
卜

従
業
書
三
十
人
以
上
の
事

桑
所

の
綱
査

乙

調
重
卜

従
葉
書
二
十
九
人
以
下
の

事
業
所
の
綢
査

丙
調
査
－

製
造
業

に
属
す
る
本
社
・
　

本
店

の
調
査
で
畄
製
造
工

塲
を
二
工
鳩
以
上
経
営
す

る
企
業
の
本
社
・
本
店

②
製
造
工
場
と
別
の
場
所

に
あ
る
企
業
の
本
社
・
本
店

〔
調
査
の
項
目
〕

事
業
所
名
、
従
業
書
数
。
原
材
料
お

よ
び
燃
料
使
用
額
、
製
造
品
出
荷
額
等

有
形
固
定
資
産
投

資
総
額
（
甲

喟
査
は

十
七
項
目

。
乙
調
査
は
十
三
項

目
、
丙

綱
査
は
十
二
項
目
で
す

）

あ
の
人
こ
の
人

本
年
十
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
福
鳥

県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
は
、
野
少
年

の
健
全
育
成
を
阻
害
す
る
行
為
を
規
制

す
る
と
同
時

に
家
庭
、
学
校
、
職
場
や

地
域
に
お
け
る
大
人
の
責
務
と
県
や
市

町
村
の
行
政
責
務
を
定
め
て

い
る
。
あ

ら
ゆ
る
生
活
の
埼
に
お
い
て
、
青
少
年

が
健
康
な
社
会
人
と
し
て
成
長
す
る
よ

う
配
慮

さ
れ
る
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。

町

に
は
高
校
生
の
億
全
育
成
を
目
的

に
し
て
活
勤
し
て
い
る
団
体
が
あ

る
。

『
国
見
町
高
校
保
謾
右
龠
』
で

高
校
生

を
子
に
持
つ
町
内
在
住
の
父
兄
で
組
織

さ
れ
て

い
る
。
現
在
で
は
。
郡
内
各
町

い
ず
れ
も
組
織
さ
れ『
て
い
る
が
当
町
の

こ
の
会
は
他
町

に
先

が
け
て
発
足
し
た
。

阿
部
恒
夫
さ
ん
（
大
木
戸
館
3
5
の
１
）

は
、
今
春
の
総
会
で
推
さ
れ
て
会
長
に

就
任
し
た
。
長
年
小
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
役
員
や
消
防
団
の
幹
部
の
経
験
を
通

じ
て
の
指
導
力
み一
何
事
も
な
お
ざ
り
に

し
な

い
熱
心
な
人
柄
の
た
め
に
違

い
な

い
。会

員
へ
配

布
す
る
広
報
の
発
行
、
夏

の
中
学
枚
プ
ー
ル
解
放
時
の
監
視
、
祭

の
日
の
校
外

補
導
、
交
通
事
故
防
止
の

指
導
な
ど
会
の
仕
事
は
も
ろ
も
ろ
で
あ

る
。
特
に
、
交
通
事
故
は
生
命

に
か
か

わ

る
問
題
で
特

に
気
を
使
う

と
の
こ
と
。

ほ

と
ん
ど
の
掌
校
で
は
バ
イ

ク
に
よ
る

通
辛
の
禁
止
、
あ
る
い
は
許
可
し
て
も
5
0
C
C

以
下

の
バ
イ
ク
で
あ
る
が
「
家

に
帰
っ
て

か
ら
大

型
バ
イ

ク
を
東
り

回
す
の
は
賈

い
与

え
る
親
の

問
題
。

会
員
で
あ
る
親
の

自
覚
を
促
す
他

は

な
い
』
と
い
う
。

自
ら
街
頭
に
立

っ

て
バ
イ
ク
の
乗
り

方
な
ど
も
監
視
す

る
今
日
こ
の
頃
で

あ
る
。

「
豊
か
な
時
代
に

冑
っ
た
今
の
子
供

国見町高校保護者会会長

阿部恒夫 さん



は
が
ま
ん
す
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。
一

方
そ
の
子
供
の
い
い
な
り
に
欲
し
い
も

の
を
無
批
判
に
買

い
与
え
て
し
ま
う
親

も
多
い
。
最
近
斯
聞
を
に
ぎ
わ
す
子
供

の
白
秋
な
ど
も
そ
ん
な
所
に
一
つ
の
原

因

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
。
『
何

に
つ
い
て
も
家
庭
で
の
納
得
の

い
く
話

し
合
い
の
う
え
で
行
助
さ
せ

る
べ
き
。

一
方
的
な
拒
否
や
安
易
な
妥
協

が
一
番

よ
く
な
い
」
と
観
と
し
て
の
子
供
の
接

し
方
を
脱
く
。
自
ら
も
高
校
二
年
生
の

息
子
さ
ん
と
努
め
て
何

ん
で
も
話
し
合

う
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て

い
る
。

「
わ
が
子
を
親
の
ひ

い
き
目
で
見
る

の
は
仕
方
な

い
が
、
た
ま

に
は
突
き
放

し
て
な
が
め
て
み
る
こ
と
、
逆
に
よ
そ

の
子
を
自
分
の
子
の
よ
う

に
見
守
っ
て

や
る
こ
と
。
社
会
に
巣
立
っ
て
ゆ
く
若

者
を
宵
て
る
の
が
社
会

人
た
る
者
の
努

め
。

こ
ん
な
こ
と
を
会
員
相
互

で
啓
蒙
し

あ
う
の
も
会

の
目

的
の
一
つ
で
す
」
。

会
長
と
し
て
は
よ
そ
の
地
区
と
の
情

報
交
換
や
研
修
も
大
切
な
こ

と
。
今
年

十
月
に
は
県
高
等
学
校
保
護
委
員
会
の

研
究
大
会
に
出
席

。
県
内
の
関
係
指
球

者
と
意
兇

を
交
え
て
米
た
。

高
校
進
学
率

の
上
昇
で
、
そ
の
父
兄

た
る
会
負
も
多
く
な
り
、
現
在
四
八
九

名
の
大
所
世
で
あ

る
。
勢
い
、
会
の
活

勦
は
各
方
部

に
お
く
役
員
や
事
務
局
の

県
北
中
学
校
の
先
生
方
が
中

心
と
な
り

が
ち
。
会
員
相
互
の
連
携
と
情
報
交
換

を
い
か
に
増
す
か

が
目
下

の
悩
み
と
か
。

と
も
あ
れ
、
会

の
地
道
な
活
動

に
よ
り

町
内
の
高
校
生

に
特
に
問
題
は
な

い
。

イ
チ
ゴ
の
（

ウ
ス
造
り
で
忙
し

い
一

時
を
剤
い
て

く
れ
た
阿
部
さ
ん
の
話
を

聞

い
て
、
子
供
の

敏
育
の
原

点
は
家
庭

だ
と
改
め
て
思

い
知
ら
さ
れ
た
。

趣
味
は
カ
メ
ラ
、
新
聞
社
の
通
信
員

時
代
は
取
材
し

た
記
事
と
も
ど
も
卜
。

プ
を
飾
っ
た
腕
の
持
ら
主
で
あ
る
。

昭
和
五
年
生
れ

長

期

で

低

利

の

建

設

資

金
　

住
宅
金
融
公
庫

住
宅
金
融
公
庫
で

は
、

マ
イ

ホ
ー
ム

を
つ
く
ら
れ
る
方
々
へ
長
期
で
低
利
の

建
設
資
金
を
融
資
し
て

い
ま
す
。
次
回

の
募
集
は
昭
和
甄
十
四
年
一
月
後
半
頃

の
予
定
で
す
。
（
募
集
期
間
が
確
定
し

ま
す
と
新
聞
・
テ
レ
ビ

こ
フ
ジ
オ
等
で

報
道
さ
れ
ま
す
）
。
そ
の
主
な
融
資
条

件
を
紹
介
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ

い
。

Ｌ
申
し
込
み
で
き
る
方

自
分
が
住
む
た
め
の
住
宅
を
新
築
さ

れ
る
方
で
土
地
の
準
備
が
で
き
て

い
る

方
。

ｌ
融
資
を
受
け
ら
れ
る
住
宅

住
宅
部
分
が
三
〇
平
方
Ｕ
以
上
百
二

十
平
方
‥い
以
下
の
僅
宅
。
た
だ
し
、
老

人
、
身
障
者
。
六
人
以
上
の
多
数
家
族

が
同
居
さ
れ
る
蝿
合
は
百
五
十
平
方
Ｕ

ま
で
。

＆
融
資
の
限
度
額

住
宅
を
建
般
さ
れ
る
地
域
、
住
宅
の

構
造
、
面
積

に
よ
っ
て
融

資
額
が
異
な

り
ま
す
。

《
木
遺
の
場
合

）

県
庁
所
在
地
の
市
な
ど
三
八
〇
万
円

そ
の
他
の
地
域
…
…
…
一
一一
‘（
○
万

円

※
老
人
や
身
障
者
同
居
の
場
合

は

四

十
万
円
が
別
増
し
さ
れ
ま
す
。

4
｡返
済
期
間

木
造
・
不
燃
構
造
　

二
五
年
以
内

簡
易
耐
火
構
造
　
　

三
〇
年
以
内

耐
火
構
透
　
　
　
　

三
五
年
以
内

※
こ

れ
ら
の
期
聞
内
で
十
年
以
上

五
年
単
位
で
返
済

期
間
を
選
ぶ

こ

と
が
で
き
ま
す
。

ｓ
利
　

率

年
五
・
〇
五
％

ａ

返
済
方
法

元
金
と
利
息
を
合
計
し
た
額
が
毎
月

一
定
と
な
る
よ
う
に
返
済
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

ｅ

川
希
望
に
よ
り
当
初
一
年
聞
は
利
息

の
み
払
っ
て
元
金
は
据
置
く
こ

と
も

で
き
ま
す
。

叨
返
済
期
聞
が
こ
卜
五
年
の
場
合
、

百
万
円
に
つ
き
毎
月
元
金
と
利
恵
の

合
叶
で
五
千
八
百
七
十
五

円
と
な
り

ま
す
。

電線の近くでたこあげやひこ

うき遊びはやめましょう。



公
民
館
だ
よ
り

国見町公民館

電2  6 7 6
話 4  1  5  6

一 一 一 一一
11 月 の 利 用 者

セン ター

8.58 】人

体 膏館

4､189 人

壮
年
学
級
生
に
な
っ
て

鳥
取
字
深
田
2
0
　
後
藤
　

清

昭
和
五
十
三
年
四
月
、
町
公
民
館
主

催
で
町
内
に
居
住
す
る
大
正
生
ま
れ
、

お
よ
び
昭
和
十
年
生
ま
れ
ま
で
の
男
子

を
対
象
に
、
百
六
十
八
名
の
入
講
者
に

よ
り
壮
年
学
級
が
開
般
さ
れ
ま
し
た
。

連
営
は
公
民
館
を
中
心
に
学
級
生
の

代
表
で
行
わ
れ
、
学
習
の
内
容
を
検
肘

し
つ
つ
わ
れ
わ
れ
の
勉
強
の
場
を
広
げ

て
行
く
わ
け
で
す
。

開
講
式
の
記
念
講
話
と
し
て
。
生
涯

教
育
と
題
し
、
今
井
豊
藏
先
生
の
講
話

を
聴
き
ま
し
た
。
久
方
ぷ
り
で
机

に
向

か
っ
て
の
勉
強
で

す
。
わ
れ
わ
れ
の
年

代
は
老

い
を
目

の
前

に
一
家
の
総
仕
上

げ
段
階

に
あ
り
、
一
家
の
大
黒
柱
で
あ

る
と
思

い
ま
す
。
や
や
も
す
る
と
独
善

的
な
日
常
の
中
に
老

い
を
迎
え
る
こ
と

に
も
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。
こ
の
生
涯
教

青
の
講
話
に
。
今
ま
で
眠

り
か
け
て
い

た
わ
れ
わ
れ
の
日
常
に
一
大
光
明
が
灯

さ
れ
正
に
生
気
を
取
り
″一一

し
た
悉
を
受

け
ま
し
た
。
こ
れ
こ
そ
わ
れ
わ
れ
が
勉

強
し
て
行
く
壮
年
学
級
の
基
本
的
な
要

素
が
含
ま
れ
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

針
画
に
基

づ
い
て
今
ま
で

に
受
け
た

講
座
は

1
.壮

年
期
お
よ
び
人
と
し
て
の
健
康
管

堙
に
つ
い
て
。
壮
年
期
の
体
力
検
査

の
実
施
。

2
.ニ

ュ
ー
モ
ラ
ル
、
平
和
と
宰
を
築
く

講
世

3
.料

理
実
演
、
男

に
も
で
き
る
簡
単
な

ビ
ー
ル
の
つ
ま
み

4
.社

会
見
半
、
上
州
の
風
土
と
文
化
、

草
津
・
洩
間

・
畦
井
沢
方
面
の
一
泊

研
修

続

い
て
十
二

月
は
わ
が
国
見
町
の
歴

史
の
搆
議
を
受

け
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

わ
れ
わ
れ
壮

年
闘
は
、
そ
れ
ぞ
れ
内

外
共

に
多
彩
な
役
割
を
も
っ
て
お
り
、

時
間
的
に
も
学
級
生

全
鰔
が
一
同

に
会

す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し

い
が
、
努
め

て
学
習
の
場
に
臨
み
た
い
も
の
で
す
。

自
分
本
位
で
十
分
や
っ
て

い
け
る
一
家

の
中
と
は
い
い
な
が
ら
、
若

い
後
継
書

の
希
゛

に
則
し
、
ま
た
、
係
ら
の
成
長

を
楽
し
い
雰
意
気
で
見
守
っ
て
や
れ
る

家
庭
内
の
密
着
、
そ
し
て
一
家
の
繁
栄

を
念
願
す
る
こ
と
こ
そ
、
わ
れ
わ
れ
の

世
代
と
考
え
ま
す
。

終
り
に
、
こ
の
壮
年
掌
級
の
果
た
す

役
割
が
非
常

に
大
き

い
こ
と
を
自
覚
し

忘
れ
か
け
た
心
の
復
活
と
世
代

に
処
す

る
生
き
が
い
を
身

に
つ
け
、
や
が
て
来

る
老

い
の
身
が
家

族
み
ん
な
に
喜
ん
で

も
ら
え
る
立
場

を
つ
く
り
あ
げ
た
い
と

恩
い
ま
す
。
壮
年
掌
級
が
ま
す
ま
す
み

ん
な
に
親
し
ま
れ
、
盛
会
な
掌
習

が
で

き
る
よ
う
心
か
ら
念
願

い
た
し
ま
す
。

（
壮
年
学
級
委
員
長
ｙ

ご
成
人
お
め
で
と
う

ご
成
人
お
め
で
と
う

ご
ざ

い
ま
す

。

来
年
の
一
月
十
五
日
、
町
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
町
を
挙
げ
て
の
成
人
式
が
行
わ

れ
ま
す
。

今
年
の
対
象
者
は
昭
和
三
十
三
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
一
二
十
四

年
四
月
一
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
原
則
と
し
て
町
内
在
往
者
で
す
。
た
だ
し
、
町
外
に

い
る
方
で
も

希
望
す
れ
ば
国
見
町
で
で

き
ま
す
の
で
早
目
に
公
民
館
へ
連
絡
し

て
下
さ
い
。
な
お
、
誤
字
や
記
敵
も
れ
が
あ
り
ま
し
た
ら
公
民
館
へ

お
知
ら
せ

下
さ

い
。

譯
田
方
郎
6
2
名

｛

外

９

名

女
3
3
名

｝

大

槻

典

子

高

梨

弘
　
一

榊
　
　

正

博

佐

藤

簒
美
子

三

品

裕

志

羽
根
田

孝

司

秦
　
　

嶌
津
子

佐
久
間

真
理
江

内

池
　

誠

国

分

好

復

牧

野

秀

明

神

尾

静

子

鈴

木

昭

夫

古

内

君

恵

佐

藤

松

子

佐

藤

恵
美
子

佐
々
木

芳

子

阿

部

悦

子

長
谷
川

令

子

佐

藤

良

弘

菊

地

礼

子

コ
一

飯

滋

子

武

田

弘

子

佐
久
間

春

美

佐

藤

活

子

村

上

祐

市

檀

辺

勝

弘

大

勝

孝

好

高

檎

昭
　

一

村

上

博

史

吉

田
　
　

力

牧

野

っ
ぎ
子

蕩

田

條
　
一

渡

辺

美
智
子

田

口

郁

子

高

野

真
紀
夫

宍

戸

淳

子

宍

戸

笑
皿
子

菊

地

秀

子

佐
々
木
　

一
　
男

菊

地

芳

美

高

檎

衂

一

洩

野

千
代
子

鴨

田
　
　
忠

吉

田
　
　
昇

田

村

美
和
子

加

蓐

順
　一

八

鳥

正

季

片

平

真
由
美

一
　
嶐

郁

子

伊

柬

邦

子

大

沼

則

樵

我

妻

孝

子

佐

藤
　
　
茂

高

檎

美
和
子

伊

東

み
ど
り

大

沼

隆

雄

半

沢
　
　
一

小

沼

江
葵
子

大

泉

博

昭

佐

薄

美
恵
子

五
十
嵐

正

志

小
坂
方
部
2
3

名
（
男
９
名

女
Ｍ
名
）

斎

藤

弘

江

斎

藤

厚

夫

鴨

田

ゆ
り
子

野

村

ひ
さ
子

安

濃

岳

生

佐

藤

美
恵
子

梅

谷

重

宏

黒

田

須
美
子

林
　
　
廣

子

高

原

由
笑
子

熊

坂

孝

子

膏

野

友

子

武

田

爽
和
子

僅

藤

節

夫

佐

藤

芳

子

菅

野

陵

子

仲

野

正
　
一

蓬

田
　
　
簪

黒

田

玲

子

還

藤
　

彰

梅

津

里

美

高
。
檎

一

男

片

平

節

男



375人が健脚を競う

初の国見桑折マラソン大会

十
二
月
三
日
、

国
兄
町
と
桑
新
町

を
結
ぶ
旧
国
道
を

コ
ー
ス
と
し
て
、

第
一
同
国
兄
町
桑

折
町
マ
ラ
ソ
ン
大

会
が
開
か
れ
た
。

大
会
は
両
町
民
が

マ
ラ
ソ
ン
を
通
し

て
体
力
の
癇
上
と

観
睦
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
行

わ
れ
、
十
種
目
に

三
百
七
十
五
名
が

健
脚
を
競
い
合
っ

た
。こ

の
日
は
昨
日
か
ら
の
雨
で
開
催
が

あ
や
ぶ
ま
れ
た
が
、
走

る
頃
に
は
雨
も

上
が
り
、
風
は
冷
た
か
っ
た
が
選
手
た

ち
は
元
気

に
コ
ン
デ
シ
ョ
ン
作
り
を
し

て
い
た
。

鬨
会
式
の
あ
と
、
ス
タ
ー
ト
時
聞
。

コ
ー
ス
な
ど
の
説
明

が
あ
り
、
花
火
を

合
図
に
三
つ
に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
ス

タ
ー
ト
。
選
手
た
ち
は
、
町
民
の
さ
か

ん
な
声
援

に
送
ら
れ
、

ゴ
ー
ル
を
め
ざ

し
て
力
走
し
た
。

レ
ー
ス
後
、
十
二
時

か
ら
行
わ
れ
た

閉
会
式
で
は
、
種
目
別

に
表
彰
を
行
い
、

完
走
者

全
具
に
記
録
征
が
手
渡
さ
れ
、

お
互
い
に
健
闘
を
た
た
え
合
っ
て
い
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
。

〔
男
子
〕

▽
中
学
校
一
年
の
部
｛
四
キ
ロ
｝

①
片
平
一
彦
（
桑
）
1
5分
Ｌ
秒

②
久

保
芳
宏
（
桑
）
巧
分
3
2秒

②
氏
家
克

次
（
桑
）
1
5分
3
3杪

▽
中
学
校
二
、
三
年
の
郎
（
四
キ
ロ
）

｛
麥

孫
子
透

ｉ

｝
1
4分
2
0秒

劭
妲

藤
和
芳
（
桑
）
1
4分
2
5秒

③
小
野
裕

三
（
桑
）
1
4分
4
6秒

▽
一
般
二
十
五
瘋
以
下
（
六
キ
ロ
）

①
竪
掃
武
徳
（
国
）
2
2分
3
2秒

②
草

野
隴
（
国
）
2
2分
3
4杪

劭
渡
辺
夷
雄

（
国
）
2
4分
5
0秒

▽
一
般
三
十
五
歳
以
下
（
五
キ
ロ
）

①
佐
久
間
敏
雄
（
憊
1
9
分
１
秒

②

寺
島
忠
畋
（
桑
）
1
9分
５
秒

③
玉
手

幸
平
（
国
）
1
9分
1
0秒

▽
一
般
四
十
五
歳
以
下
（
三
キ
ロ
）

①
斎
藤
松
男
（
国
）
1
3分
８
秒

②
本

閊
正
雄
（
国
）
1
3分
2
9杪

劭
清
野
一

夫
（
桑
）
1
3分
９
杪

〔
女
子
〕

▽
中
学
校
一
年
の
部
（
ニ
キ
ロ
）

①
佐
藤
美
由
起
（
国
）
８
分
’
3
2
杪

②

佐
藤
美
佐
子
（
桑
）
８
分
3
4杪

薗
舌

山
智
子
（
国
）
８
分
5
9秒

▽
中
学
校
二
．
三
年
の
部
（
ニ
キ
ロ
）

①
一`
蕕
文
江

ｉ

）
８
分
3
1秒

②
斎

衂
由
美
子
（
国
）
１
分
3
5秒

③
‘ｔ
沢

明
美
（
桑
）
８
分
3
6杪

マ
ー
般
二
十
五
鮫
以
下
（
三
キ
ロ
）

畄
武
田
祐
子
（
国
）
1
3分
4
.杪

②
俟

籐
正
子
（
桑
）
Ｕ
分
み
杪

劭
高
野
真

智
子
｛
桑
｝
Ｕ
分
刄
砂

マ

ー
般
二
十
六
廐
以
上
（
ニ
キ
ロ
）

①
佐
藤
公
子
（
国
）
1
0分
跖
杪

な
お
米
年
は
桑
折
町
で
開
催
さ
れ
Ｉ

す
の
で
．
多
数
参
加
し
て
下
さ
い
．

森
江
野
方
留
3
7
名｛

男

詞
名

女

れ
名

｝

佐
久
聞

英

媼

小

野

春

江

佐
久
間

和

子

市

川

玲

子

佐

藤

弘

子

寺

島

正

信

寺

鳥

摩

成

徳

江

敏

子

佐

Ｓ

綾

子

徳

江

茂

子

大

液
　
　

伸

大

波

勝

彦

蓬

田

孝
　
一

実

沢
　
　

功

菊

地
　
　

智

寺

島

裕

子

斎

藤

一

彦

佐
久
聞

美
由
紀

佐
久
間

忠

一

小

川
　
　

裕

佐
久
間

富
士
子

武

田

千
賀
子

‘近

野

千
恵
子

寺

島

愛

子

引

地

由

則

吉

田

久
美
子

佐

藤

正

子

八

巻

純

雎

村

上

峰

子

練

江
　

忠

横

山

聖

子

菊

地

秀

一

葡

地

和

子

佐
久
間

郁

子

八

巻
　
　

弘

菊

地

智

美

佐

藤

美
恵
子

大
木
戸
方
部
1
4
名「

男

」`
名

女

ｔｒ

名

｝

谷

濘

俊

男
　

佐

藤

真
知
子

佐

藤

静

子
　

斎

藤

八
千
代

大

沼

み
ぇ
子
　

闖
　
　
吸

春

桜

沢

忠

市
　

遠

藤

暇

央

志

村

干
息
子
　

阿

部

精

好

阿

廊

重

則
　

闘

根

幹

夫

斎

藤

秀

子
　

安

藤

敏

子

大
技
方
郎

ｎ
名

（

男

８

名

女

３

名

）

佐
久
間

溝

市
　

玉

手

康

子

瀬

戸

正

明
　

玉

手

忠

明

菊

池

勝

信
　

岩

城

秀

子

齋

蓐

和

彦
　

齋

藤

由
美
子

爺

木

則

夫
　
鈴

木

博

光

鈴

木

弘

之

合
針
一
四
七
名

｛

男

六

九

名

、

女

七

八

名

｝

あ
つ
か
し
俳
句
会

昭
和
五
十
三
年
十
一
月
二
十
五
日

落
日
は
釣
瓶
落
し
の
半
田
山
　
　
　
　
　

奥
山

甲
二

ボ
ー
ナ
ス・
は
知
ら
ず
お
ろ

か
・
に
古
稲
迎
ふ

斎
藤
黄
鶲
楼

小
春
日
の
路
に
拗
ね
る
子
悉
ぐ
毋
　
　
　

熊
田
　

一
隅

津
軽
富
士

を
の
ぞ
ん
で
り
ん
ご
の
村
走
る

野
村
た
か
し

一
副
を
風
に
ま
か
せ
て
落
葉
舞
ふ
　
　
　

蒔
田

勝
衞

大
僭
上
十
夜
の
話
ね
む
ご
ろ

に
　
　
　
　

須
田

泰
山

桀
落
ち
て
ざ
く
ろ
臭
赤
に
庭
小
春
　
　
　

加
藤

痴
仏

落
葉
掃
く
掃
く
ほ
ど
さ
み
し
神
の
庭
　
　

佐
久
間
山
月

古
里
に
名
も
な
く
生
き
て
草
枯
る
る
　
　

與
山

爾
田

サ
ル
ビ
ア
の
夕
腿
冷
た
く
霖
近
し
　
　
　

小
野
寺
蔦
水

落
葉
焚
く
煙
ほ
そ
ぽ
そ
老
二
人
　
　
　
　

阿
部

亭
司

北
窓
を
寨
い
で
箪
笥
向
き
椣
ふ
る
　
　
　

佐
藤

国
楓

ざ
く
ろ
割
れ
俳
画
の
如
き
彫
幕
す
　
　
　

阿
郎
し
げ
を

落
葉
槿
ふ
と
ふ
り
返
り
独
り
か
な
　
　
　

羽
賀

え
い

洗
濯
の
真
白
が
ま
ぷ
し
花
八
つ
手
　
　
　

角
田

昭
子

柿
干
し
て
あ
の
子
こ
の
子
の
顔
浮
か
ぶ
　

熊
坂

き
よ



募
集
し
ま
す

幼
稚
園
児

鱗
田
幼
稚
園
と
森
江
野
幼
稚
園
で
は

就
学
前

｝
年
の
幼
児
を
対
象
と
し
て
、

昭
和
五
十
四
年
度
園
児
を
募
集

い
た
し

ま
す
。

希
亀
者
は
、
来
年
一
月
八
日
か
ら
十

三
日
ま
で
の
間

に
そ
れ
ぞ
れ
の
幼
稚
園

に
申
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
そ
の
豚
、
午

前
中
は
授
業
中
で
す
の
で
、
で
き
れ
ば

午
後
一
時
よ
り
四
時
ま
で
に
お
願

い
し

ま
す
。
な
お
、
詳
し
く
は
「
か
い
ら
ん
」

を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

藤
田
保
育
所

藤
田
保
宵
所
で
は
、
昭
和
五
十
口
年

度
の
新
入
所
児
童
を
募
集
し
ま
す
。

幼
児
期
は
、
人
間
形
成
の
最
も
大
切

な
時
期
で
あ
り
、
保
青
所
の
重
要
性
は

ま
す
ま
す
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

入
所
を
希
囑
す
る
方
は
、
次
の
要
綱

で
期
間
内
に
申
し
込
み
を
し
て
下
さ
い
。

な
气

定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
保

宵
に
欠
け
る
幼
児
が
優
先
と
な
り
ま
す
。

受
付
朋
間

昭
和
五
十
四
年
一
月
八
日

か
ら
十
三

日
ま
で
。（
平
日
午
前
八
時
三
〇
分
～
　

午
後
五
時
ま
で
、
土
曜
日
は
午
前
中

）

申
込
み
場
所

藤
田
保
宵
所

年
　

齡
　
　
　

四

満
一
歳
以
上
（

　
第
　
マ
月
１
日
現
在
）

募
集
定
員
　

一
〇
〇
名

持
参
す
る
も
の

印
鑑

東
な
お
。
く
わ
し
く
は
簾
田

保
育
所
、

ま
た
は
役
場
住
民
諌
福
祉
係
に
お
た
ず

ね
下

さ
い
。

壺
藤
田
保
育
所
2
3
7
4
　
　
　
　
　

役
　
　

場
2
1
1
1

新
入
学
お
め
で
と
う

昭
和
五
十
四
年
度
就
学
予
定
者

｛
昭
和
4
7年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
4
8年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
｝

来
春
小
学
校
に
入
掌
さ
れ
る
一
八
一

名
の
み
な
き
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
健
康
に
は
十
分
注
意
し
て
四
月

に

は
一
兀
気
な
顏
を
見
せ
て
下
さ
い
。

な
お
記
載
も
れ
や
誤
記
な
ど
あ
り
ま

し
た
ら
町

教
育
委
員
会
ま
で
お
’知
ら
せ

下
さ
い
。

藤
田
小
学
校

八
七
名

｛
男
4
5名

女
4
2名
｝

瀬

戸

俊

串

目

黒

祐
　
一

花

輪

康

弘

徳

江
　
　

敕

松

浦

秀

幸

大

谷
　
　

彰

高

橋

具

廖

佐

暉

智

浩

佐

藤

智

昭

贏
　
　

隴
　
一

後

薦

掌

臣

僅

康

鋭

司

鈴

木

義

信

秦
　
　
雅

信

石

黒

央

樹

東
海
林

正

尚

寺

島

礎

治

蓬

田

畑

展

佐
久
間

幸

司

阿

部

信

也

佐

蘿

正

一

須

田

寛

志

阿

部

正

行

松

浦
　
　

毅

本

田

純

一

塁
　
　

一
　
夫

池

田

楕

紀

吉

田

昌

弘

佐

廊

弘

幸

高

檎

信
　
一

緑

上

一

昭

坂

本

貴

広

高

檎

穂

幸

松

浦

順

子

後

藤

真

理

太

田

裕

子

遠

藤

早

苗

樋

口

千

春

佐

藤

噸

子

宍

戸

正

樹

佐

藤

拓

美

阿

部

圭
　一

爾

地

正

明

大

竹

宏

紀

小

林

仲
　一

中

村

裕

二

吾

妻

健

治

一

條

義

幸

安

達

忠

美

宍

戸

博

昭

讀

辺

城

飭

城

田

由

里

佐
久
聞

貴

子

山

崎

彫

子

菅

野

江

美

舟

山

恵
美
子

大

閥

澄

子

佐

藤

悦

子

鴨

田
　
　

忍

秋

鳩

文

江

内

村

葵
奈
子

太

田

聖

子

喙

江

恵

葵

松

溯

富
由
子

豊

蔵

弘

美

佐

蘿

淳

子

脊

木

亜
翰
子

八

鳥

あ
ゆ
み

軻

内

由
葵
子

安

藤

有
貴
子

斎

藤

し
の
ぷ

大
和
田

亜
矢
子

曳

地

純

子

穐

月

祥

子

高

木

香

吏

八

鳥

祥

子

佐

嘩

美
代
子

徳

江

成

子

古

内

知

子

佐

藤

な
お
み

矢

部

智

子

加

麟

明

美

東

蒔

ひ
ろ
み

斎

藤

あ
ゆ
み

草

野

理

恵

菊

地

純

子

佐
久
間

真
理
子

小

坂
小

学
校
　

二
七
名

（
男
1
3名

女
1
4名
）

早

田
　
　
棯

高

野

朋

弘

大

越
　

渉

朽

木

智

親

紺

野

秀

幸

高

檎

哲

夫

菅

野
　
　
崇

鴨

田

明

宏

佐

藤

仲

樹

安

雌

稚

規

大

内

裕

司

斎

篳

哲

也

鴨

田

秀

幸

大

野

奈

笑

紫

田

ひ
と
み

一

條

千

秋

赤

坂

幸

江

高

原

か
す
み

安

積

ひ
ろ
み

熊

坂

千

尋

昔

野

絵
美
子

佐

藤

典

子

小

出

ち
か
子

佐

藤

い
ず
み

鴨

田

由

沓

渡

辺

あ
け
み

高

原

恭

子

罧
江

野
小

学
校

二
五
名

（
男
1
5名

女
1
0名
）

佐

雌

伸

明

佐

藤

勝

志

斎

藤
　
　
正

斎

藤

愽

儀

斎

藤

勇

人

徳

江

正

弘

村

上

弘

人

佐

藤

幕

彦

渡

辺

千

春

寺

鳥

和

香

斎

藤

は
る
み

村

上

弘

美

岡

崎

順

子

斎
一

里

史

徳

江

雄
　一

粛

藤

高

規

吉

田

計

慱

八

巻

尚

洋

伊

藤

真

一

高

檎

哲

也

佐

藤

智

子

佐

藤

真
知
子

渡

辺

由

美

後

薦

智

子

八

巻

理
加
子

大
木
戸

小

学
校

二
六
名

（
男
1
2名

女
Ｍ
名
）

大

沼

禎

久

高

橋

哲

也

渋

谷

利

博

中

山

秀

貴

後

庫

功

次

松

浦

男

泊

阿

部

浩

葵

斎

蒹

友
茂
庫

志

村

聴

子

八

島

裕

子

渡

部

久
美
子

赤

間

笑
由
紀

笠

松

ひ
と
み

佐

藤

良

広

高

柵
　
一
　
徳

桜

澤
　

篤

星

野

和

弘

佐

藤

弘

明

関

根

英

樹

遠

藤

利

嘉

松

浦

静

子

八

鳥

輿
奈
美

松

浦

和

子

志

村

啓

子

笠

松

ひ
ろ
え

長
谷
川

豪

代

大
枝
小

学

校
　
一
六
名

（
男
１
名

女
７
名
）

佐

藤

和

憲

佐

幕

昭

文

松

浦

曩

尚

瀬

戸

正

博

険

爍

和

雄

佐

簾

美

紀

一

蝶

袒
・子

佐

藤

弓

岐

小

村
　
　
守

松

浦
　
　
隴

鈴

木
　
　
彫

玉

手
　
　
実

小

林

麻

爽

鈴

木

由
美
子

瀬

戸

富

子

鈴

木

美

恵

合
計
　
一
八
一
名



た
く
ま
し
い
子
ど
も

小
坂
小
学
校
校
長
　
井
戸
川
寅
志

山
＊
有
三
の
代
表
作
の
ひ
と
つ
「
路

傍
の
石
」
は
、
作
者
白
身
の
少
年
時
代

の
苦
難
の
生
活
を
直
截
（
さ
い
）
に
投

彫
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
主

人
公
の
吾
一
少
年
が
人
生
行
路
で
石
こ

ろ
の
よ
う
に
け
と
ば
さ
れ
て
も
、
な
ん

度
で
も
起
き
あ
が
っ
で
、
苦
難
を
打
開

し
て
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
く
、
意
志

的
な
少
年
像
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

こ
の
作
品
は
。
戦
前
戦
績
を
通
じ
て

多
く
の
人
々
に
愛
読
さ
れ
た
。
そ
し
て

読
者
は
ど
ん
な
に
生
き
て
い
く
力
を
呼

ぴ
お
こ
さ
れ
、
ま
た
。
は
げ
ま
さ
れ
た

か
は
か
り
知
れ
な
い
。

こ
の
小
説
の
主
人
公
、
愛
川
吾
一
少

年
が
、
牽
庭
の
事
情
で
中
学
校
（
現
在

の
高
校
）
に
進
掌
で
き
そ
う
に
な
く
、

や
け
っ
ぱ
ち
に
な
っ
て
鉄
檎
に
ぷ
ら
さ

が
っ
た
り
す
る
。
そ
の
時
担

任
の
次
野

先
生
が
。
「
吾
一

と
い
う
の
は
。
こ
の

世
の
中
に
わ
れ
ひ

と
り
と
い
う
意
味
だ
。

広
い
世
界
に
は
、
何
億
人
の
人
間
が
い

る
か
も
知
れ
な
い
が
、
愛
川
吾
一
と
い

う
の
は
た
だ
ひ
と
り
だ
。
た
く
さ
ん
の

人
間

が
集
っ
て
も
、
同
じ
頗
と
い
う
の

は
い
な

い
よ
う
に
、
愛
川
吾
一
と
い
う

の
は
ひ
と
り
し
か
い
な

い
の
だ
。

た
っ
た
ひ

と
り
し
か
い
な
い
自
分
を

た
っ
た
一
度
し

か
な

い
一
生
を
、
ほ
ん

と
う
に
生
か
さ
な
か
っ
た
ら
、
人
聞
。

生
ま
れ
て
き
た

か
い
が
な
い
ｐ
ｙ
や
な
い

か
Ｊ

と
馴
す
。
そ
の
こ
と
ば
が
荅
一
少
年
を

発
奮
さ
せ
、
大

き
な
希
砲
の
灯
を
と
も

す
の
で
あ
る
。

有
三

の
父
は

。
元
宇
都
宮
帯
の
士
族

で
あ
っ
た
が
．
明
泊
維
新

に
よ
っ
て
．

一
時
役
人
に
な
っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
、

呉

服
商
を
営
む
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う

が
、
当
時
と
し
て
は
高

い
兄
識
の
持
ち

主
で
、
か
ね
が
ね
有
三

に
「
思
思
の
深

淵
な
る
こ
と
を
哲
掌
者
の
ご
と
く
、
意

志
の
堅
固
な
る
こ
と
武
士
の
ご
と
く
、

加
う
る
に
、
農
夫
の
身
体
を
も
っ
て
、

社
会
の
大
人

た
る
べ
し
」
と
教
え
て

い

た
と
い
う
。

有
三

の
作
品
や
、
諸
々
の
子
ど
も
た

ち
と
結
ぶ
陂
の
一
生
の
業
績
を
貫
流
す

る
も
の
は
、
苦
難
と
た
た
か

い
、
ヒ
ュ

ー
マ
ニ
テ
ィ
を
発
押
し

て
、
た
く
ま
し

く
生
き
て
ほ
し
い
と
い
う
切
実
な
騅
¶

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
有
三
の
擢
ん

で

い
た
「
た
く
ま
し
さ
」
は

。
知
性
に

裏

づ
け
ら
れ
て
澄
ん
だ
性
質
を
帯
び
、

安
定
感
の
あ
る
「
た
く
ま
し
さ
」
で
あ

っ
た
。

い
ま
、
教
育
の
問
題
と
し
て

の
「
た

く
ま
し
さ
」
に
視
点
を
お
い
て
み
る
と
、

現
代
の
子
ど
も
た
ち
の

『
ひ
よ
わ
さ
』

を
直
観
せ
ざ
る
を
得
な

い
よ
う
に
思
う
。

麝
会
の
子
も
、
田
舎
の
子
も
同

じ
よ
う

に
、
ど
こ
と
な
く
、
ひ
よ
わ
に
ひ

ょ
ろ

ひ
ょ
ろ

と
成
長
し
て

い
る
感
じ
が
す

る
。

た
く
ま
し
さ
を
欠
い
て

い
る
よ
う
で
な

ん
と
な
く
不
安
で
あ
る
。
安
定
感
が
た

り
な
い
。
軸
の
ゆ
が
ん
だ
コ
マ
が
、
ぴ

ょ
ん
ぴ
ょ
ん
と
と
び
は
ね
回
っ
て
い
る

よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
風
雪
に
耐
え

る

吾
一
の
よ
う
な
子

ど
も
が
少
な
い
の
か

も
知
れ
な
い
が
、
総
体
的
に
は
、
ひ
よ

わ
に
肓
っ
て
い
る
と
い
う
印
象
を
。
わ

た
し
は
消
す
こ
と

が
で
き
な
い
。

そ
れ
に
は
多
様
な
要
因
が
入
り
組
ん

で
い
る
に
ち
が

い
な
い
。
多
く
の
人
が

指
摘
す

る
よ
・フ
に
、
家
の
中

に
と
じ
こ

も
る
生
活
が
多

い
。
自
然
の
中
で
遊
ぷ

機
会
が
少
な

い
。
集
団
的
な
遊
ぴ
が
失

わ
れ
て
い
る
。
宿
題
や
テ
ス
ト

が
心
配

で
あ
る
。
過
保
霞
に
な
っ
て

い
る
。
な

ど
の
諸
要
因
が
あ
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

心
理
学
に
は
『
耐
性
』
と
い
う
こ

と

ば
が
あ
る
。
困
餓
に
耐
え
る
力
で
あ
り
、

人
間
形
成
の
原

動
力
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
が
強
け
れ
ば
陣
書
に
く
じ
け
ず
、

逆
に
弱
け
れ
ば
さ
細

な
こ
と
で
自
己
を

失

い
、
安
易
に
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
や
時
に
は

自
殺
に
逃
避
す
る
。
こ
の
耐
性
は
、
荅

騅
と
そ
の
克
服
を
経
験
し
て
こ
そ
強
化

さ
れ
る
も
の
だ
が
、

い
ま
の
お
と
な
が

甘
や
か
し
に
よ
っ
て
、
将
来
に
詢
っ
て

子
ど
も
の
幸
福
を

奪
い
つ
つ
あ
る
こ
と

を
、
深

く
反

省
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

12月　師走（しわす）　i

O22 日・冬至　　　　　　1

025 日・ クリスマス　　　　1

028  日・官庁御用納　　　
１

１月　臘月（むつき）　
１

０１日 ，初詣・少年池櫺行の｜

Ｓ　　　　　　　 Ｓ

Ｏ２日・初荷・書きぞめ　 （

０４日・富庁御用初　　　
§

暮れのスス払い　ことしも

あとわずかになってきｉ した

暮れのスス払いは昔から年中

行事の一つですが、いまでは

住まいはまるで違ってきてい

ますので、暮れのスス払いも

幾変遷といったところです。

掃除を要領よくやるコツは

第一に、上から下へ、奥から

手加への手順を忘れずにふひ

こと。第二には、汚れと建材

に合わせて掃除法を使いわけ

ることの二つが大切です。と

くに窓ガラスはくもった日の

ほうが汚れをみつけ易いもの

です。またガラスの極類によ

ってふきかたもかえる必要が

あります。

心 配 ご と 相 談 日

場所：役場宿直塞

時間：９時～12時

こ まったことや心配ごとがあり

ましたらお気軽 にご相談下さい。

秘密は絶対に守ります。

〔相 談 貝〕

12月25日（月）吉 田 正 雄

牧 野 容 子

１月５日（金）阿 部 俊 恆

大和田 与志江

１月13日（土）佐 野 市 郎

斎 藤　ちや子

１月2S日（木）佐 旗　　 勝

佐 藤 マサイ



病
人
の
私
が
公
民
館
よ
り
本
を
借
り
て

森
山
　

大

津

キ
ク
ノ

私
は
十
二
年
郎
に
脳
出
血
腎
助
脈
硬

化
右
半
分
不
随
、
つ
ま
り
中
風
と
な
り

何
力
月
も
病
院
生
活
を
し
た
結
果
、
松

葉
杖
で
な
ん
と
か
歩
行
出
来

る
ま
で
に

な
り
退
院
し
ま
し
た
。
初
め
の
二
年
ぐ

ら
い
は
何
も
出
来
ず
だ
め
’で
し
た
が
、

一
二
年
め
頃
か
ら
少
し
ず
つ
軽
い
仕

事
が

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
し

七
年
め
に
眼
底
出
血
が
右
の
目

に
き
て

時
々
見
え
な
く
な
り
、
一
時
は
よ
く
な

っ
た
も
の
の
再
三
の
出
血
で
、
先
生
か

ら
三
年
前
に
「
あ
な
た
の
目
は

い
く
ら

治
療
し
て
も
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
せ

ん
か
ら
通
院
す
る
必
要

が
な
い
」

と
宣

告
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
時
は
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た

が
。
も
と
よ
り
読
書
が
好
き
な
も
の
で

す
か
ら
、
せ
め
て
頸
で
も
助
か
す
こ
と

と
思
い
、
右
刀
冪
か
ら
入
り
左
の
耳
か

ｉ
忘
れ
て
も
、
有
吉
佐
和
子
さ
ノ
の
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
り
ま
し
た
「
恍
碑
の

人
」
だ
け
に
は
な
り
た
く
な
い
の
で
、

新
聞
、
雑
誌
、
国
見
町
史
な
ど
手
当
り

次
第
目
を
通
し
ま
し
た
。
と
く
に
福
島

民
友
新
聞
社
発
行
の
「
ふ
る
さ
と
再
発

見
」
な
ど
は
県
内
各
町
村
の
全
般
の
概

要
が
わ
か
り
何
回
も
読
み
ま
し
た
。
ま

た
他
家
よ
り
も
借
用
し
て
見
て
ま
し
た

が
そ
れ
も
限
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
昨

年
公
民
館
に
借
用
で
き
る
か
ど
う
か
を

聞
い
た
と
こ
ろ
、
い
つ
で
も
貸
付
け
致

し
ま
す
と
の
こ
と
、
私
の
喜
び
は
い
か

ぱ
か
り
で
し
た
で
し
ょ
う
。

早
速
病
院
の
帰
り
お
じ
や
ま
申
上
げ

ま
し
た
と
こ
ろ
、
い
ろ
い
ろ
ご
観
切
に

貸
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
源
氏
物
語
や

歴
史
小
脱
。
推
理
小
脱
、
そ
の
ほ
か
、

ソ
達
の
も
の
や
イ
ン
ド
、
中
国
、
北
朝

鮮
な
ど
初
め
て
知
っ
た
も
の
も
あ
り
ま

し
た
。

私
。
リ
ュ
ウ
マ
チ
も
悪
く
、
足
も
不
自

由
な
た
め
に
、
ご
迷
悉
を
お
か
け
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
職
只
の
方
々

に
大
変
ご
親
切
に
し
て
い
た
だ
き
、
何

と
お
礼
を
申
し
上
げ
て
よ
い
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
こ
の
感
謝
の
気
持
を
表
わ
し

た
く
、
右
手
不
自
由
な
が
ら
ペ
ン
を
取

り
ま
し
た
。

現況届はお早めに

老齢年金受給者

厚
生
年
金
な
ど
の
老
齢
年
金
を
受
け

て
い
る
方
は
、
引
き
絖
い
て
年
金
を
受

け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
確
か
め
る
た
め

に
「
受
給
者
の
現
況
届
」
を
搗
汾
す

る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
況
届
は
、
厚
生
年
金
保
険
、
船
輿

保

険
に
つ
い
て
は
毎
年
一
月
に
、
国
民
年

金
に
つ
い
て
は
毎
年
二
月
に
提
出
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
現
況
届
の
用
紙
（
は
が
き
）
は

厚
生
年
金
と
船
員
保
険
に
つ
い
て
は
五

十
三
年
十
二
月
中
旬
、
国
民
年
金
に
つ

い
て
は
昭
和
五
十
四
年
一
月
中
旬
に
社

会
保
険
庁
か
ら
直
接
本
人
あ
て
に
送
ら

れ
ま
す
か
ら
、
そ
の
用
紙
に
住
所
、
氏

名
な
ど
を
記
入
し
、
印
鑑
を
押
し
て
、

役
場
で
町
長
の
証
明
を
受
け
て
提
出
し

て
下
さ
い
。

提
出
期
限
は
、
厚
生
年
金
保
険
と
船

員
保
険
が
、
昭
和
五
十
四
年
一
月
十
五

日
、
国
民
年
金
は
二
月
十
五
日
ま
で
で

す
。提

出
先
は
ご
Ｔ
一
六
八
・
東
京
都
杉

並
区
高
井
戸
西
三
ノ
五
ノ
ニ
四

社
会
保
険
庁
年
金
保
険
部
業
務
第
二

課
。も

し
、
現
況
届
の
用
紙
が
届
か
な
い

と
き
は
、
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所

に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。
な
お
、
国
民
年

金
の
現
況
屈
用
紙
に
つ
い
て
は
役
場
に

も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

な
お
期
限
ま
で
に
現
況
届
を
提
出
し

な
い
と
。
年
金
の
支
払
い
が
差
し
止
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
必
ず
鎚

出
し
て
下
さ
い
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の
社
会

保
険
事
務
所
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

な
お
、
国
民
年
金
に
つ
い
て
は
町
役
場

で
も
応
じ
ま
す
。

生
命

保
険
と

税
金

生
命
保
険
の
普
及
は
目
党
ま
し
く
。

そ
の
内
容
も
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
も
の

が
あ
り
ま
す
。
最
近
で
は
、
ほ
と
ん
ど

の
家
庭
で
こ
の
生
命
保
険
に
加
入
し
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
生
命
保
険
に
つ
い
て
の
税

金
の
あ
ら
ま
し
を
説
明
し
ま
す
と

《
生
命
保
険
を
支
払
っ
た
場
合
》

納
税
者
本
人
や
家
族
を
受
取
人
と
す

る
生
命
保
険
科
、
簡
易
保
険
料
な
ど
を

支
払
っ
た
場
合
は
、
そ
の
年
の
支
払
額

に
応
じ
て
、
最
鳥
五
万
円
を
限
度
に

「
生
命
保
険
料
控
除
」
と
し
て
酣
得
金

額
か
ら
差
引

か
れ
ま
す
。

《
生
命
保
険
料
控
受
取
っ
た
埼
合
》

生
命
保
険
契
約
の
保
険
料
を
だ
れ
が

負
担
し
て

い
る
か
で
、
相

続
税
、
贈
与

税
あ
る
い
は
所
得
税
の
い
ず
れ
か
の
課

税
対
硬

に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
満
期
保
険
金
を
受
け
と
っ

た
と
き
（
表
一
）
。
死
亡
保
険
金
を
受

け
と
っ
た
と
き
（
良
二

）
は
次
の
と
お

り
で
す
。

（ 表　 一 ）

保険科支弘者
保険金受取人に

紂する税金

受　 取　 人
所得税がかかり

ます

受取人以外の

人

贈与税がかかり

ます

ｊ二表く

一 ＝
人だし亡死 りかか″讐

人取受 か
す
町響

人の｝上 りかか″讐



歳
時
記

師
　
走

「
十
二
月
の
こ
と
を
な
ぜ
師
走

と
い

う
の
で
し
ょ
う
か
？
」
と
い
う
質
問
に
、

ほ
と
ん
ど
の
人

が
、
「
先
生
ま
で
走
り

出
す
ほ
ど
忙
し

い
月
だ
か
ら
」
と
答
え

ま
す
。

し
か
し
、
ど
う
も
こ
の
説
、
あ
ま
り

あ
て

に
な
ら
な
い
ら
し
い
。
昔
の
俳
諧

の
本
あ
た
り
に
は
、
た
し
か
に
『
師
家

の
馳
せ
回

る
月
』

と
き
い
た
も
の

も
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
よ
り

「
年

杲
つ
」
と
か
「
し

果
つ
」
す
な
わ

ち
、
こ

と
が
終

わ
る
と
い
う
窟

味
と
す
る
説
の

方
が
強

い
よ
う

で
す
。

も
っ
と
も
師

走
は
、
先
生
が

走
り
回
ら
な
く

て
も
「
ピ
ポ
ー
。
ピ
ポ
ー
」
と
走
り
回

る
あ
の
救
急
車

や
パ
ト
カ
ー
の
音
は
。

ふ
だ
ん
よ
り
あ
わ
た
だ
し
げ
で
す
。
師

走
は
交
通
事
故
、
酔
つ
払
い
な
ど
が
増

え
る
の
で
、
一
一
〇
番
は
大
忙
し
。
そ

の
上
、
正

月
が
近
づ
く
と
、
医
師
は
走

り
回
る
ど
こ
ろ

か
、
休
業

が
増
え
る
の

で
、
な
お
さ
ら
救
魯
車
が
走
ら
せ
ら
れ

る
（

メ
に
な
る
よ
う
で
す
。

師
走
と
い
う
言
葉
は
、
昔
は
、
落
ち

ぶ
れ
果
て
る
と
い
う
意
味
に
佼
わ
れ
て

い
た
ら
し
い
。
そ
れ
が
、
今
回
、
私
た

ち
が
師
走
と
い
う
翕
葉
か
ら
連
想
す
る

の
は
、
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
の
に
ぎ
や
か
な

響
き
、
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
な
ど
で
旆

り
立
て
ら
れ
た

商
店
街
の
歳
末

風
景
や
、
ボ
ー

ナ
ス
を
手
に
し

て
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
に
出
歩
く
人

ぴ
と
の
姿
―
．

そ
れ
と
、
昔

は
師
走
と
い
え

ば
借
金
取
り
の

話
が
つ
き
も
の

で
し
た
が
．
今

年
の
師
走
は
．

サ
ラ
金
に
泣
く

人
が
で
な
け
れ
ば
い
い
が
と
気

が
か
り

な
年
の
暮
れ
で
す
。

年 末 ご み 集 収 日 程年末年始はこのお医者さんへ

月　日 曜日 区　 分 収　 集　 地　 区

12月26日 火 燃えるごみ

藤田市街化区域内

小坂全域、山崎、石毋田

貝田、山恨地区

12月27日 水
燃えるごみ

燃えないごみ

滑沢、鶉町、大木戸．光明寺、高城、

森江野．西大枝全城
蒔田市衝化区域内（セト片．ガラス）

(午前中)
12月28日

水 燃えるごみ 藤田市街化区域内

(午前
中)

12月29日
金 燃 えるごみ 藤田市街化区域内

月　日 雌日 医 療 俄 閥 名

12 月28 日 木 宮　川　医 院

12 月29 日 金 村 匕 医 院

12 月30 日 土 熊　谷　医 院

12 月31 日 日 宮　川　医　 院

１ 月 １ 日 月 村　上 医　 院

１ 月 ２ 日 火 熊　谷　医　院

１ 月 ３ 日 水 宮　川　医 院

引 人 ① 12月28 日、小坂 、山崎 、 石毋田、 貝田、山 根地区 の燃 えないご み

(セト片 、 ガラ ス) 収集 は25 日午 債に収集 し ます。

② 12 月30 日～ １ 月３日 まで 全地 区のご み収集 は休み ます。

善
意
の
窓

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

Ｏ
福
島
消
費
組
合
生
協
国
見
店

二
万
千
二
十
七
円

（
チ
ャ
リ
テ
ィ

益
金
、
店
内
募
金
）

共
問
募
金
会
へ

Ｏ
Ｓ
見
町
農
協
農
膏
達

五

千

円

カ
ッ
プ
ル
誕
生

氏
　

名
　

部

落
（
前
住
所
）

實
沢

和
夫

第

九

村
上

陽
子

貝

田

大
沼

皿
好

貝

田

半
沢
み
ほ
子

桑
折
町

松
浦

正
明

光
明
寺

小
野

範
子

梁
川
町

仲
野

遭
夫

潭
寧
山
四

曹
野
美
恵
子

福
鳥
市

鈴
木
　

力

川

内

古
山

高
子

桑
折
町

松
田

正
行

耕

谷

宍
戸
と
も
子

梁
川
町

大
橋

恒
治

駅

前

佐
蕗

文
子

貝

田



お
知
ら
せ

町
奨
学
生
を
募
集

町
で
は
昭
和
三

十
七
年
度
か
ら
高
校

生
、
昭
和
四
十
三

年
度
か
ら
は
大
学
生

も
含
め
た

奨
学
金
制
度
を
実
施
し
て

お

り
ま
す
が
、
今
年
も
次
の
繋
領
に
よ
り

奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。
希
望
考
は
町

教
育
委
員
会
ま
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ

い
。な

お
、
中

学
生
で
希
望
者
の
方
は
県

北
中
掌
校
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

修
学
資
金
（
毎
月
）

・
募
集
人
員

若
干
名

・
盒
　

額

高
校
五
千
円
以
内

高
専
七
千
円

。

大
学
一
万
円

一

・
期
　

閧

最
短

修
翕
期
間

入
学
支
度
資
金

（
入
学
時
に
貸
与
　

一
年
以
内
に
月
　

錻
で
返
還
》

・
募
集
人
員

若
干
名

・
金
　

額

高
校
三
万
円

大
学
十
万
円

婦
人

ガ
ン

検
診

を

受

け
ま
し

ょ
う

次
の
日
曜
で
子
富
ガ
ン
の
検
診
が
行

わ
れ
ま
す
。
子
宮
ガ
ン
は
発
見
が
早
け

れ
ば
他
の
ガ
ン
よ
り
丸
全
な
泊
療
が
で

き
ま
す
の
で
、
瓏
ん
で
受
け
ら
れ
る
よ

う
ぉ
知
ら
せ
し
ま
す
。

検
診
日

昭
和
五
十
四
年
一
月
十
日
（
水
）

午
前
九
時
よ
り

場

所
国
見
町
公
民
館
（
セ
ン
タ
ー
）

料

金
六
〇
〇
円

申
込
み

一
月
七
日
ま
で
保
健
課
衛
生
係
ま
で

廿
閾
2
1
1
1
㈲
4
1
6
5

交
通
事
故
の
相
談
は

お
気
軽
に

社
団
法
人
日
本
損

害
保
険
協
会

に
あ

る
「
自
助
車
保
険

請
求
相
鮫
セ
ン

タ
ー
」

で
は
、
専
門
の
相
談
輿
が
親
身
に
な
っ

て
自
助
車
保
険
の
請
求
手
続
や
交
通
事

故
の
解
決
方
法
な
ど
の
ご
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

な
お
。
十
一
月
一
日
か
ら
は
。
自
動

車
任
意
保
険
の
一
部
が
改
正

と
な
り
ま

し
た
。

１
．担
保
内
容

が
充
実
し
ま
し
た
。

‘`
取
扱
い
内
容

が
変
わ
り
ま
し
た
。

ｔ
’

事
故
が
起
き
た
場
合

の
手
紋
き
も
変

わ
り
ま
し
た
。

く
わ
し
く
は
ご
遠
慮
な
く
照
会
下
さ

い
。

開
設
場
所

社
団
法
人

日
本
損
害
保
険
協
会

福
鳥
自
動
車
保
険
請
求

相
談
セ
ン
タ
ー

一

〇
２
４
５
（
U
1
2
9
5
　
　
　
　
　

々
　
　

（
2
3
）
3
4
7
1
　

福
鳥
市
大
町
七
一

二
五
、
七
十
七
ピ

ル
五
階

五
十
音
別
電
話
帳
が

発
行
に
な
り
ま
し
た

新
し
い
福
鳥
県
5
0音
別
電
話
帳
は
、

福
鳥
県
内
を
「
中
通
り
版
」
「
浜
通
り

版
」
「
会
津
版
」
の
三
冊
に
分
け
て
発

行
さ
れ
ま
し
た
。

福
鳥
局
管
内
の
皆
さ
ま
に
は
「
中
通

り
版
」
を
お
届
け
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
「
浜
通
り
版
」
「
会
津
版
」

を
御
入
用
の
方
は
、
お
手
数
で
も
福
鳥

竃
報
電
話
局
の
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。
無
科
で
差
し
あ
げ
ま
す
。

一

括
帳
は
竃
話
番
号
の
ほ
か
に
。
初

め
と
終
わ
り
の
員
に
は
。
知
っ
て
お
く

と
大
変
便
利
な
通
話
料
金
や
、
お
得
な

お
祝
い
電
較
の
う
ら
方
な
ど
各
種
の
ご

あ
ん
な
い
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

福
鳥
電
報
竃
話
局

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

十
一

月

中

に
届

け

ら

れ

た
方
｛

敏

称
略

｝

（

父

の

氏

名

）

（

子

の

名

）
（

部

落

）

佐

藤
　

續

昌

浩

渾
覃

山
酉

八

島

俊

彦

隴

記

滝

山

橘
　

正

一
　

ひ

と

み

太

田

川

擒

籐

澄

雄

瑞

穂

宮

前

富

崎

麗

年

悦

子

泉

田

上

後

藤

与

志

男

尚

志

鳥

取

鈴

歩

攵

夫

絵

理

子

川

内

お

く

や

み

申

し

あ

げ

ま

す

十

一

月
中

に

届

け
ら

れ

た
方

｛

敏

称

略

｝

（

氏

名

）
　

｛

年

齢

》

（

部

落

）

鴨

田

粹

蔵
　
7
2
　

内

谷

西

佐

藤

忠

一
　
9
2
　

小

坂

菅

野

英

子
　
3
5
　

大

町

市

松

浦

ミ

ョ
　
8
5
　

大

木

戸

佐

藤
　

エ

ナ
　
9
2
　

石

毋
田

表

忍
　

九

一
　
　
7
5
　

大

木

戸

本

田

ナ

ヨ
　
7
7
　

鳥

取

後

藤

リ

エ
　
8
1
　

真

田

一

谷

新

次
　
5
6
　

大

町

南

粛

藤
　

勇
　
6
8
　

並

柳

み
ん
な
そ
ろ
っ
て

明

る

い
正
月
・

恵
ま
れ
な
い
方
に

善
意
の
募
金
を

編
集
日
記

Ｏ
毎
年
十
二
月
号
で
は
、
翌
春
の
小
学

校
入
学
予
定
者

と
成
人
者
の
氏
名

と
を

紹
介
し
て
い
る
が
、
正

確
に
統
む
の
は

な
か
な
か
難
し

い
。
地
名
も
ま
た
人
名

と
同
様
、
正
確
を
期
し
難
い
。
た
と
え

ば
、
福
鳥
県
庁
所
在
地
の
杉
妻
町
、
そ

の
近
く
の
大
仏
橋
は
。
そ
れ

ぞ
れ
ス
ギ

ノ
メ
町
、

ダ
イ
ブ
ツ
橋
と
読
む
の
が
歴

史
的
に
正
し
い
と
の
こ

と
で
あ
る
。

Ｏ
町
内

に
も
、
先
月
分

譲
を
始
め
た
住

宅
団
地
の
地
名

ぼ

向

”
に
つ
い
て
、

あ
る
町
民
の
方
か
ら
何
と
読
む
の
か
と

の
照
会
が
あ
っ

た
。
や
は
り
こ
れ
は
地

元
で
の
呼
び
名

冫

ナ
？

で
あ
ろ
う
。

そ
の
他
町
内

に
は
、
西
堂
（

サ
ヤ
ド
ウ
）

大
清
水
（

オ
オ
ス
ズ
）
、
姥
餓
（
ウ
バ

フ
ト
コ

ロ
）
な
ど
皿

解
な
字
名

が
多
い
。

土
地
改
良
事
業
な
ど
で
な
く
な

る
字
名

も
多
い
昨
今
だ
が
、
古

い
畷
史

が
秘
め

ら
れ
て

い
る
地
名
は
大
切

に
し
た
い
も

の
で
あ

る
。

今
月
の
納
税

町
県
民
税

国

保

税

第
四
期
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